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復習

運用組織にとって「正当な期待」と「正当ではない期待」の基準

運用組織が不得意なもの

運用組織にとって正当な期待

運用組織が評価されるもの

運用組織にとって正当ではない期待

運用組織が評価されないもの

運用組織が得意なもの 期待が正当か否かを判断する基準

運用組織が得意か不得意か

運用組織が評価されるか評価されないか

基準1

基準2
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復習

運用の範囲

運用現場

業務範囲

「運用設計」においては業務範囲の定義が不可欠

運用の範囲内

運用の範囲外

「運用の専門能力」(=範囲)を明確にし、公式化する必要がある

貴重な人的リソースで効果的に 
高い評価を得るためには「範囲」の明確化が必須

有限のリソースで効率良く 
ドキュメントを整備するためには「範囲」の明確化が必須

「押し付け」や「運用でカバー」を断わるためには「根拠」が必須

グレーゾーンを放置してはいけない
(運用の専門能力)
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復習

運用の範囲の決まり方

ユーザー 経営層

開発担当

運用担当

期待に応える

実現可能性 
が高い

• 運用組織外部からは良い結果や状態を待望されている 
• 運用組織には、良い結果や状態を実現する力があることを明確にする

運用範囲の公式化Step3

専門能力の明確化Step2

期待の把握
Step1

実現を待望 
している
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学習ガイド
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学習ガイド

ワークショップの位置付け

運用フレームワーク

運用の定義 概要 
設計 

「運用組織の範囲」の洗い出し

ワークショップ1. 運用のステークホルダー 
ワークショップ2. 運用の範囲 
ワークショップ3. 運用の価値 
ワークショップ4. 運用の定義

運用の価値を提供する範囲
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学習ガイド

ワークショップは「実務に向けた準備」

運用フレームワーク

運用の定義 概要 
設計 

ワークショップ1. 運用の範囲 
ワークショップ2. 運用の範囲 
ワークショップ3. 運用の価値 
ワークショップ4. 運用の定義

運用フレームワーク

ワークショップの受講と並行して 
「運用フレームワーク」の実装に向けて社内で活動が必要となってきます。

• 運用ダッシュボードの実装 
• 講義の復習 
• 社内での議論、フレームワーク要素の整備(公式化)
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学習ガイド

今回のワークショップのテーマ

「運用の範囲」は 
どこまでか

「運用」は、ユーザーのどのような要求まで 
応えていくべきか
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学習ガイド

研修による変化 (受講者への期待)

研修

研修とはプロセスである

Before After

運用の範囲について 
個人的に考えたことが無かった

自分達の運用の範囲について 
個人的に深く考察するようになる

運用の範囲について 
組織的に議論したことが無かった

自分達の運用の範囲について 
組織的に活発に議論するようになる

運用の範囲について 
組織的に議論したことはあった

自分達の運用の範囲について 
継続的にブラッシュアップするようになる
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ワークの全体像
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ワークの全体像
ワークの全体像

ワーク1. 期待の分析

ワーク2. 専門性の分析

オプションワーク. 範囲の拡大

事前課題のシートのうち、評価分析について、期待分析と評価ギャップ分析を行います。

事前課題のシートのうち、得意分析について、専門性分析と専門性強化分析を行います。

事前課題のシートに掲載されていないもので、今後追加していくべきものを考えましょう。
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ワーク1. 期待の分析
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ワーク1: 3ライン図の作成

ワーク1: 3ライン図の作成

ワーク1 資料参照

ワーク1. 期待の分析
事前課題のシートのうち、評価分析について、期待分析と評価ギャップ分析を行います。
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ワーク2. 専門性の分析
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ワーク2. 範囲一覧の更新

ワーク2. 範囲一覧の更新

ワーク2. 専門性の分析
事前課題のシートのうち、得意分析について、専門性分析と専門性強化分析を行います。

ワーク2 資料参照
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オプションワーク. 範囲の拡大
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ワーク3. 連絡先管理台帳の作成

ワーク3. 連絡先管理台帳の作成

オプションワーク. 範囲の拡大
事前課題のシートに掲載されていないもので、今後追加していくべきものを考えましょう。

ワーク3 資料参照
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成果物と応用
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成果物
成果物と応用

運用範囲一覧
範囲の一覧および期待と専門性の明確化

成果物

レポートラインの例
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参考: 運用の範囲と「サービスカタログ」
今後のアクション

運用フレームワーク

最終ToBe

期待分析・成果設計

運用組織設計

運用の定義

業務プロセス設計

改善スキーム設計

中間ToBe 
(概要)

中間ToBe 
(詳細)

運用の防壁

運用の羅針盤

運用のあるべき姿

現時点のあるべき姿 
(組織レベル)

現時点のあるべき姿 
(業務レベル)

「守り」の部分

「攻め」の部分

運用の定義 ステークホルダー分析

運用作業の測定AsIs 現状の把握

詳
細
設
計

4. 運用の定義 
3. 運用の価値 
2. 運用の範囲

1. 運用のステークホルダー概
要
設
計 サービスカタログ

作業カタログ設計

運用基盤設計・整備
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今後のアクション
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今後のアクション
今後のアクション

自分達の「運用の範囲」を精緻化しましょう

運用組織

経営層

ユーザー 支援組織フロントライン バックエンド

レポートライン

(間接的影響)

運用の範囲

運用の範囲

運用の範囲運用の範囲
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今回の事後課題
今後のアクション

次回の「運用の価値」のワークショップの 
前提となります。

ワークシートの 
「運用の範囲」の精緻化をお願いします。
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講義のふりかえり
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研修による変化 (受講者への期待)
講義のふりかえり

研修

研修とはプロセスである

Before After

運用の範囲について 
個人的に考えたことが無かった

自分達の運用の範囲について 
個人的に深く考察するようになる

運用の範囲について 
組織的に議論したことが無かった

自分達の運用の範囲について 
組織的に活発に議論するようになる

運用の範囲について 
組織的に議論したことはあった

自分達の運用の範囲について 
継続的にブラッシュアップするようになる
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今回のワークショップのテーマ
講義のふりかえり

「運用の範囲」は 
どこまでか

「運用」は、ユーザーのどのような要求まで 
応えていくべきか
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            Learning運用設計


